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モーツァルト ◉ ピアノとヴァイオリンのためのソナタ ニ長調 K306（3001）
モーツァルト ◉ ロンド ニ長調 K485
ベートーヴェン ◉ モーツァルト《魔笛》の主題による7つの変奏曲 変ホ長調 WoO46

モーツァルト ◉ 幻想曲 ニ短調 K397
ベートーヴェン ◉ 幻想曲風ソナタ 嬰ハ短調 Op.27-2 《月光》
ベートーヴェン ◉ ヴァイオリン・ソナタ第5番 ヘ長調 Op.24 《スプリング》

ショパン ◉ ポロネーズ第7番 変イ長調 Op.61 《幻想ポロネーズ》
シューマン ◉ アダージョとアレグロ 変イ長調 Op.70
シューマン ◉ ピアノ五重奏曲 変ホ長調 Op.44
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2021

NEW  YEAR CONCERT

1 16

K I R A R I  F U J I M I  C O N C E R T  S E R I E S

2021いつも中心“センター”にピアノがあった



2021 P R O F I L E

毛利文香　Fumika Mohri　［ヴァイオリン］
桐朋学園大学音楽学部ソリスト・ディプロマ・コース、洗足学園音楽大学ア
ンサンブルアカデミー修了。慶應義塾大学文学部卒業。これまでに田尻かをり、
水野佐知香、原田幸一郎、ドイツ・クロンベルクアカデミーにてミハエラ・マー
ティンに師事。2015年パガニーニ国際ヴァイオリンコンクール第 2位、19年
モントリオール国際音楽コンクール第 3位。横浜文化賞文化・芸術奨励賞、
青山音楽賞新人賞、ホテルオークラ音楽賞ほか受賞。東京交響楽団、クレメ
ラータ・バルティカ、ヨーロッパ室内管弦楽団など著名なオーケストラと数多く
共演。

東 亮汰　Ryota Higashi　［ヴァイオリン］
特待生として桐朋学園大学音楽学部 3年在学中。サントリーホール室内楽ア
カデミー第 6期フェロー。辰巳明子に師事。これまでに森川ちひろに師事。
2011年全日本学生音楽コンクール小学校の部全国大会第 2位及び横浜市
民賞（聴衆賞）、13年全日本学生音楽コンクール中学校の部全国大会第 3
位及び横浜市民賞、19年日本音楽コンクール第 1位及びレウカディア賞、鷲
見賞、黒栁賞など受賞多数。NHK-FM「リサイタル・パッシオ」出演。こ
れまでに東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団等と共演。使用楽器
は一般財団法人 ITOH貸与の1716年製 A.Stradivarius。

田原綾子　Ayako Tahara　［ヴィオラ］
桐朋学園大学卒業。同大学院大学特待生。パリ・エコールノルマル音楽院に
てブルーノ・パスキエ、デトモルト音楽大学にてファイト・ヘルテンシュタイン
に師事。第 11回東京音楽コンクール弦楽部門第 1位、第 9回ルーマニア国
際音楽コンクール全部門グランプリ受賞。読売日本交響楽団、東京交響楽団
等と共演。室内楽で国内外の著名なアーティストと共演するほか、オーケスト
ラの客演首席も務めるなど活躍の幅を広げている。第 47回江副記念財団奨
学生、2019年度明治安田QOL文化財団海外音楽研修生。使用楽器はサ
ントリー芸術財団貸与の Paolo Antonio Testore。

笹沼 樹　Tatsuki Sasanuma　［チェロ］
桐朋学園大学ソリスト・ディプロマ・コース修了、学習院大学文学部卒業。桐
朋学園大学大学院に在籍。NHK交響楽団アカデミー生。ヴァーツラフ・ア
ダミーラ、古川展生、堤剛らに師事。東京音楽コンクール弦楽部門第 2位、
日本音楽コンクールチェロ部門入選。室内楽奏者としても、カルテット・アマー
ビレでARDミュンヘン国際音楽コンクール弦楽四重奏部門第 3位、ニュー
ヨークヤングコンサートアーティスト第 1位、横浜国際音楽コンクール第 1位、
ルーマニア国際音楽コンクール第 1位など受賞多数。カルテット・アマービレ
のメンバー。使用楽器は 1771年製 C.F.Landolfi（宗次コレクション）。

大崎結真　Yuma Osaki　［ピアノ］
東京芸術大学附属高校卒業後、イモラ音楽院、パリ国立高等音楽院大学院で
学び、更に文化庁新進芸術家海外研修員としてパリ・エコールノルマル音楽院
にて研鑽を積む。浜松、ロン＝ティボー、A.ルービンシュタイン、ジュネーヴ、リー
ズ、ショパン（ファイナリスト賞）等、主要国際コンクールで入賞を重ねる。こ
れまでに 3枚のCDをリリース、新聞や音楽専門誌等で高い評価を得る。近
年では海外においても活発な演奏活動を行っており、ジュネーヴ国際コンクール
入賞者による音楽祭でのライブ演奏はスイス「Claves Records」よりリリースさ
れている。2010年度「日本ショパン協会賞」受賞。

原嶋 唯　Yui Harashima　［ピアノ］
桐朋女子高等学校音楽科、桐朋学園大学、同大学大学院修士課程、イタリア 
タレントミュージックマスターコースを経て、現在ウィーン国立音楽大学在学
中。第 13回ショパン国際ピアノ・コンクール in ASIA 高校生部門アジア大会
金賞（第 1位）およびソリスト賞、第 1回 Shigeru Kawai国際ピアノコンクー
ル第 3位、第 86回日本音楽コンクール第 3位など受賞多数。東京シティ・フィ
ルハーモニック管弦楽団等と共演。これまでに海老原ゑみ子、岡部厚子、三
浦みどり、仲道郁代、三上桂子、練木繁夫、本村久子、アンナ・マリコヴァ
らに師事。

コロナ禍によって人々の生活は一変し、コンサートを生
ライヴ
で楽し

む機会も大幅に奪われてしまった。そんな状況を乗り越えようと、
動画配信をはじめ様 な々形で演奏を伝えようとする試みが繰り
返された。だが時を経るにつれ、ライヴの持つ圧倒的な存在感
が反対に浮かび上がり、「ヴァーチャルでは得られないもの」の
大きさを感じてしまうのは私（とその周りの人）だけではあるまい。
開催が危ぶまれたキラリふじみのニューイヤーコンサートも無
事実現する。こんな状況下なので、今回は少し趣向を変えて、
ベートーヴェンの《月光》《スプリング》《魔笛変奏曲》、ショパ
ン《幻想ポロネーズ》、さらにはピアノ学習者ならきっと弾いたで
あろうモーツァルトのロンド、幻想曲といった耳馴染みのある曲、
そしてシューマンの人気室内楽曲 2曲という、数々の名曲に若
手アーティストが挑むプログラムとした。きっと皆さまお気に入りの
1曲も入っていることだろう。「まだライヴは…」と尻込みするお
客様もいるであろうから、コンサートの一部を「つまみぐい」のよ
うに聴いて頂ける「アラカルト席」も導入してみた。
さてさて、本日の出演者はそれらの曲にどのように挑むのであ
ろうか。本来、名曲、人気曲というのは、巨匠、真打の出番、腕
の見せどころだ。能や歌舞伎の名作も、みな一門の領袖が腕
を披露し、技を競う場である。古今東西の名手が研究に研究
を重ねて弾き続けた曲に若手が挑んでお客様を納得させるの
は至難の技。相当な覚悟が必要なプログラムと言えよう。
出演するアーティストはいずれも、まさにいま、脂の乗った絶好

調の面 で々ある。ピアノ・ソロ作品を担当する大崎結真のテー

マは、もちろん《
ファンタジー
幻想》。それぞれの作曲家の違いを描き分ける

に違いない。ウィーンに留学した原嶋唯は、その充実感を精一
杯披露して欲しい。私が人一倍こだわる弦楽器は、期待の面々
が揃った。聴くたびに成長を感じさせる伸び盛りの俊英、東亮
汰には、モーツァルトでピュアな音、巧まぬピュアな感性に挑戦し
てもらう。「巧まぬ魅力」と言えば、毛利文香も自然体でスケール
の大きな演奏を聴かせる。だからこそ今回は《スプリング》でベー
トーヴェンならではのスケール感を表現してもらいたい。2020年
のニューイヤーで素晴らしいベートーヴェンを聴かせた笹沼樹に
は、ベートーヴェンふたたび！ 彼が生涯愛した「変奏曲」という
スタイルをどこまで多彩に聴かせるか。聴かせ上手なだけに期
待しよう。人気ヴィオラ奏者の田原綾子も、2020年に続く出演。
様 な々楽器で弾かれる《アダージョとアレグロ》から、ヴィオラでな
くてはならない音楽を聴かせてくれるはずだ。
ピアノ・ソロ作品はもちろんのこと、室内楽の作品においてもま
た、ピアノ、ピアニストの果たす役割がとても大きい。いずれの曲
においても、ピアノは決して伴奏などではない。そんなメッセージを
込めて、コンサート全体のタイトルは「いつも中心“センター”にピ
アノがあった」とした。そして秘められたテーマは「希望」と「活
力」だ。いずれの作曲家の人生も順風満帆ではなかったが、だ
からこそこうした作品が生まれたのも事実だ。想像力なきところ、
人は貧し窮する。2021年こそ、コロナ禍にめげることなく大いな
る希望と野心をもって前に進もう。苦難に打ち勝ち続けたベー
トーヴェンのように。

西巻正史
［トッパンホール　プログラミング・ディレクター］
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いつも中心“センター”にピアノがあった
公開ピアノレッスン参加者&聴講者募集

•
『「表現」のレベル、幅を拡げよう』 参加者募集

•
今年はステージを使ってロマン派、近代の曲に挑戦します。
ソロのみならず、ピアノを伴う室内楽曲もOKです。
講師̶島田彩乃 〈ピアニスト〉 
 西巻正史 〈コンサートプロデューサー〉　
日時̶ 11月28日［土］13時開始
会場̶ キラリふじみ  メインホール

【レッスン参加者】
対象̶ ピアノ、および器楽奏者（レベル、年齢不問）
レッスン曲̶ ロマン派、近代のピアノ曲、
 ピアノを伴う室内楽曲
定員̶ 4~5組/1組につき30分~45分
 ※応募者多数の場合は抽選
参加費̶ 2,000円（当日支払）
申込方法̶ 専用の申込用紙にご記入の上、郵送、FAX
 または直接来館にて。申込用紙はキラリふじみ
 のホームページからダウンロードできます。
募集期間̶ 10月10日［土］~11月19日［木］必着

【レッスンの聴講をご希望の方】 
普段なかなか見られないレッスンの様子を
ご覧いただけます。
参加費̶ 500円 ※公演チケットをお持ちの方は無料
定員̶ 15名（申込順）
申込方法̶ 10月10日［土］より電話、または直接来館にて

公開リハーサルへのご招待

出演アーティストが本番さながらに熱のこもった演奏を繰り
広げる公開リハーサルに、小さなお子様連れのみなさまを
ご招待します。お子様とともに、クラシックコンサートの雰囲
気をご堪能ください。

日時̶ 2021年1月15日［金］13:30~14:15（予定）
対象̶ 未就学児（2名まで）と保護者1名
定員̶ 30組（応募者多数の場合は抽選）
申込期間̶ 10月10日［土］~12月18日［金］必着
申込方法̶ 専用の申込用紙にご記入の上、郵送、FAX
 または直接来館にて

関連プログラム

プログラム Program

［第1部］ モーツァルト • ピアノとヴァイオリンのためのソナタ ニ長調 K306（3001） ［Vn 東 亮汰  Pf  原嶋 唯］
 モーツァルト • ロンド ニ長調 K485 ［Pf  大崎結真］
 ベートーヴェン • モーツァルト《魔笛》の主題による7つの変奏曲 変ホ長調 WoO46 ［Vc 笹沼 樹  Pf  原嶋 唯］

［第2部］ モーツァルト • 幻想曲 ニ短調 K397 ［Pf  大崎結真］
 ベートーヴェン • 幻想曲風ソナタ 嬰ハ短調 Op.27-2 《月光》 ［Pf  大崎結真］
 ベートーヴェン • ヴァイオリン・ソナタ第5番 ヘ長調 Op.24 《スプリング》 ［Vn 毛利文香  Pf  原嶋 唯］

［第3部］ ショパン • ポロネーズ第7番 変イ長調 Op.61 《幻想ポロネーズ》 ［Pf  大崎結真］
 シューマン • アダージョとアレグロ 変イ長調 Op.70 ［Va 田原綾子  Pf  原嶋 唯］
 シューマン • ピアノ五重奏曲 変ホ長調 Op.44 ［Vn 毛利文香  Vn 東 亮汰  Va 田原綾子  Vc 笹沼 樹  Pf  原嶋 唯］



キラリふじみ・コンサートシリーズ
ニューイヤーコンサート2021
いつも中心“センター”にピアノがあった

チケット 【全席指定】
Tickets

 フルコース 

   一般 3,800円
   学生・シニア 2,500円
   高校生以下 1,500円
  　　＊身体障害者手帳をお持ちの方2,500円 （窓口・前売りのみ）

 アラカルト A 《 第1部 & 第2部 》
   一般 2,600円
   高校生以下 1,000円

 アラカルト B 《 第2部 & 第3部 》   
   一般 2,600円
   高校生以下 1,000円

《アラカルトは 2階席のみ の販売になります。》
＊未就学児童の入場はご遠慮ください。
＊開演後のご入場は、指定された席にご案内できない場合がございます。

チケット発売開始
2020年 11月 14日［土］
発売開始当日は、窓口9:00から、web予約10:00から。
電話は翌日からの取扱い。

チケット取扱い・お問合せ
富士見市民文化会館キラリふじみ
〒354-0021 埼玉県富士見市大字鶴馬1803-1
TEL 049-268-7788 
（電話予約9:00-22:00/窓口取扱い9:00-21:00）
http://www.kirari-fujimi.com/（web予約、販売あり）

日時 ● 2021年 1月16日［土］ 14:00開演 （開場13時30分）
会場 ● 富士見市民文化会館キラリふじみ メインホール

交通のご案内

【電車】 最寄駅=東武東上線「鶴瀬」駅（池袋から準急で29分）
東口より徒歩20分。東口バス乗り場（暫定広場）から東武バス「ららぽーと
富士見」行き、または市内循環バス「富士見市役所」行きのご利用が便利
です。乗車時間約5分。バス停から徒歩約3分。
※「志木」「ふじみ野」各駅からも「ららぽーと富士見」行きバスが出ています。

【車】 富士見川越バイパス「富士見市街出口」を降りてすぐ。富士見市役
所隣り。駐車場（無料）は台数に限りがございますので、なるべく公共交通
機関をご利用ください。
※休日は道路の混雑が予想されます。お時間に余裕を持ってお越しください。

ご来場の皆さまへのお願い

＊ 当館主催事業の開催につきましては、新型コロナウイルス感染
拡大防止への対応のため、会場内の換気や消毒、入退場時の
手指消毒の徹底やソーシャルディスタンスを確保した入場列の誘導
など、状況に応じた対策をとりながら実施いたします。

＊ チケットをご購入の際は、当館ホームページ及び館内に掲示し
ております「当館主催事業にご来場のお客様へ」を必ずご確認く
ださい。また、ご来場時やご鑑賞の際には、マスクの着用にご協
力いただき、37.5℃以上の発熱がある方や、体調に不安がある
方は体調を最優先していただき、ご来場をお控えください。

企画 ◉ 西巻正史
企画協力 ◉ 株式会社トッパンホール
主催 ◉ 公益財団法人キラリ財団
デザイン ◉ 松井雄一郎
助成 ◉ 文化庁文化芸術振興費補助金
　　　　（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）
　　　  独立行政法人日本芸術文化振興会

キラリふじみ・コンサートシリーズとは

芸術監督と共に舞台芸術を創作し上演を行う富士見市民文化会
館キラリふじみが、上質なコンサートをプロデュースするトッパン
ホールの西巻正史氏と共に、実績や才能豊かなアーティストを招
聘し、キラリふじみオリジナルの良質なコンサートをお届けするシ
リーズです。

ニューイヤーコンサート2018
©藤本史昭／トッパンホール

第2部は14時50分
開演予定です。


